
んプランの進捗状況 &今後の計画
『丼郷まちづくリプラン Cプラン)推進会議』は、10年計画で活動を行つており、7年目が経過しました。

今年度は具体的な取り組み内容として下記のように活動しました。また、来年度も項目ごとに計画しましたので

ご覧<ださい。

具体的な取組内容
方針

2023年 度 (令和5年度) 2024年 度 (令和6年度)以降
備 者

。小学校への出前講座

(四郷小、丼上小)

。棒の手シンポジウム
(四郷地区棒の手保存会)

。盆踊り、天王祭り、秋祭り、秋葉山
左義長等の行事 (各 自治区)

。D∨D等で行事映像の保存の推進及び
交流館等で放映による行事のPR
交流館行事、御船太鼓、その他年間
行事等
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2地域活動を支える
ボランティアの育成

ボランティア研修会・交流会の開催
社会福祉協議会
マチモリの継続活動

実施
継続実施

・マチモリの継続活動実施

社会福祉協議会

1人材データヘ
・―ス及びチョイホ

・ラ
運動の仕組みの見直し

。新規登録者の発掘
お助け隊ボランティアの募集

実施

継続実施
。自治区行事のボランティア

積極的活用
・チョイポラ運動の見直し

2地域の小 。中・高等学校
との連携

。地1或学校共働本部との連携
四郷小、丼郷中、丼上小、未来塾

。こどもの居場所づ<り
。地域コーディネーターとの連携
。交流館事業への参加―行事への参加や
ボランティア活動

。丼郷ジュニアスポーツクラブ活動

実施 継続実施
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わ<わ く事業

3地域の企業によるまち
づくりへの参加促進

。お鍬山整備や交通安全立]省

・丼郷ふれあい祭り
。自治区夏祭り参加
・樋田川ホタル愛護活動参加

実施 継続実施

わくわく事業

わ<わ<事業
コミュニティ

1世代間交流イベントや
転入者を対象とした行事
の開催

。いさとdeフ リマ 実施 わ<わ <事業

2交流館や公民館 0区民
会館などを活用した地
域の居場所づ<り

・交流館講座 交流館
・区民会館 行事 。自主活動
。高齢者クラブ行事
。市健康づくり協議会 (ヘ ルスサポート
活動)地域保健課

実施

働隠励継続実施
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継続実施

3転入者、子育て 。共働き
世帯、高齢者、障がい者
などをサポートする仕組
みづくり

。お助け隊活動
・民生 。児童委員、自治区のサポート
・チョイボラ運動
。学習支援 (雷 )、 子育て (コ ネット)
。ふれあいサロン

|ま |ぎ

実施
継続実施

福祉総合相談課
わくわく事業
民生 。児童委員、コミ

福祉委員会

〇 【目標1:人と人とのつながりを育み、地域の絆が生まれるまちづ<り 】

1名所旧跡を巡る
ウォーキングコース
の設定

。「丼～郷 ぐるっと見て歩き」の
ホームページの維持管理

実施

完了

。「丼～郷 ぐるっと 見て歩き」の
ホームベージの維持管理
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2四季ごとのウォーキ
ング大会やスタンプ
ラリーの開催

・各地区のウォーキング大会等でウォーキ
ングマップ(コ ース)を活用いただいた

。名鉄・愛環周辺ウォーキングにてマッ
プの三河御船駅跡の利用

(1/8実施)約 1480名
。いさとSC 丼郷ぐるつと見て歩き

(3/30実施)

実施

・各団体にPRし周知していただ
き、活用促進を継続実施

・御船地区三河線廃線愛護会との
連携

一夕儡

〇 【目標2:豊かな自然と歴史的資源を身近に感じるまちづ<り 】
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んプラン推進会議

令和 6年 3月 31日

第 14号

棒の手や地域の伝統的
行事の継承の推進
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内容

備 者

・定期水質調査から水質は改善されその後
安定した数値を保つている。

・水量確保は困難と判断する。
・バイオクラブすいじん(丼上町)の活動

視察と意見交換 (8月 )

(水質調査及び環境改善は継続)

実施

・水質調査の継続実施
。浚渫は行政に依頼

2御船川周辺の自然と触れ
合える場所さがし

・せせらぎ広場愛護会と自)台区が協力し
て、御船川周辺の環境整備

r御船川の草刈り 年1回          、
lせせらぎ広場愛護会での草刈りと清掃活動  l

l EM菌放流。竹炭生産            l
lシデコブシ・白髭草の保護活動 年2回    l
に夏体みの魚放流による親子間交流 2回    ノ

実施
せせらぎ広場愛護会、自治区にて
継続実施

県・市の補助事業、わ
<わ<事業を利用
・御船川 :愛知県管理
・ 山田川 :豊田市管理
・樋田川 :豊田市管理
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3ホタルが生息しやすい
環境づ<り

・樋田川ほたる愛護会が中心になつて、
山田川～樋田川の環境整備を実施2回

。ほたる観賞の職設置、ほたる観賞時期
にチラシ発行及び観賞会の実施

実施
樋田川ほたる愛護会にて継続実施 わくわ<事業

1里道の活用など歩道確保
対策の検討

・要望なし
`薔

・

2子どもが安心して通学
できるみちづくり

。各学校、交推協、自治区間で情報交換の
実施

実施
。各学校、交推協、自治区で
継続実施

い
・各自治区で回舅チラシ等による周矢□ 実施 。各自治区で継続実施 ,I‐
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4自動車の速度抑制に
向けた取組の検討

。自治区、子ども見守隊等による立 ]省 )舌 動の実施
・ <地域会議>ゾーン30区 1或 を中|し とヽした安全性

向上事業の実施、安全のみとり線設置
1丼上地区)

実 施

実 施

。各自治区で継続実施
<市 >安全で安心して歩けるまち
づ<り事業の実施

地域課題解決事業

1交通安全講習の実施
。自治区、高齢者クラブで講習会開催や
行事で交通安全の呼びかけの実施

実施
・各自治区、高歯令者クラブで

継続実施

2防犯の取組強化

。自治区、防犯ネットワーク会議 |こ よる見回り
活動の実施

・自治区だよりやマイク故送、メール |こ よる防犯
の呼びかけの実施
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。各自治区、防犯ネットワー

ク会議で継続実施
・各自治区で継続実施
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3子どもの見守り活動の
促進

・各学校の交推協を通 した協議の実施
。各自治区、学校、PTA、 ことも見守り隊 |こ

よる交通安全や不審者対応実施

施
施

実
実

・交推協を通じた協議の継続
・各自治区、学校、PTAで対

応継続
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1パーク&バスライドの
活用の検討

。要望なし
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2名鉄三河線の廃線跡の
活用の検討

御船地区三河線廃線愛護会活動開始
0わくわ<事業申請
②散策路内看板手配、設置
0散策路整備、環境維持活動実施

草刈り、除草剤散布、任」木除去、
ゴミ拾い等

実施 ・散策路出入り□柵の改修
(市工事用→木製柵)

。わ<わく事業申請
・散策路整備、環境維持活動実施

地域課題解決事業

わ<わ<事業

。自治区単独又は共働の防災訓練実施、
(安否確言忍。避難所運営訓練の取り組み)
。防災・減災意識向上のための啓発活動
(ふれあい祭り 。防災だより)

実施

実施

1

強も
い し
まも
ちの
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りに 自主防災会

取組の実施
と連携した

・避難所運営訓練の実施
下古屋・丼上共働 (猿投農林高)

11月 避難所運営手順の説明
(丼郷地区自主防災会はサホ

°―卜役)

天道単独訓練実施 (四郷小)

実施
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・各自治区へ安否確認ファイルを配布
(全組長が組内安否確認表で管理)

・要支援者個人情報の開示範囲検討
(組長への開示について)

⇒ 自治区毎に見解が異なり、統一的対応
に至らず

実施

。自治区防災訓練の実施要請
・防災・減災意識向上のための

啓発活動 (ふれあい祭り。防災
だより)

・避難所運営訓練の継続実施
猿投農林含め開催場所調整

(今後は自治区毎に2年に 1回
<ら いの頻度で開催要)

・安否確認フアイル活用の周知
。避難行動要支援者個人情報の
開示あり万とその範囲検討

⇒ 要支援者への安否確認を誰が
行うか明確化してい<必要あ
り、個人情報の取り扱いを含
み区長会、民生委員 。自主防
災会との三者が協議・検討を
進める

わくわく事業
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〇 【目標3:安全で安心して歩けるまちづ<り 】

〇 【目標4:災害に強 <、 安心して暮らせるまちづ<り】

次年度は残課題への対応にも尽力してまいる所存であり、皆さまのご支援ご協力をお願いいたします。
また、んプランに関するご質問やご意見がございましたら、下記の事務局までお寄せください。

,

ノしプラン
豊田市役所 猿投支所

=: 0565-45-1214

地域振興担当 〒470-0373豊田市四郷町東畑70-1
FA×  45-4824  E― mail sanage― shishO@city.toyota.aichi.jp

2023年 度 (令和5年度) 2024年 度 (令和6年度)以降

1水無瀬川の水質及び環境の
改善

3

Ｊ
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災害発生時の体制整備
及び対処方法の検討

要支援者の見守りや
災害発生時の安否確認
などを行う地域支援者
の募集
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